
千 葉 県 警 察 の 処 務 に 関 す る 訓 令 の 全 部 改 正 に つ い て  

昭 和 60年 ３ 月 20日 例 規 （ 警 ） 第 ７ 号  

 

警 察 本 部 長  

  

〔 沿 革 〕  平 成 元 年 ５ 月 例 規 （ 警 ） 第 17号  平 成 ２ 年 ６ 月 例 規 （ 外 勤 ） 第 20号   

   平 成 ２ 年 ８ 月 例 規 （ 警 ） 第 23号  平 成 ４ 年 ６ 月 例 規 （ 警 ） 第 28号   

   平 成 ４ 年 ７ 月 例 規 （ 警 ） 第 36号  平 成 ６ 年 12月 例 規 （ 警 ） 第 23号   

   平 成 ７ 年 ３ 月 例 規 （ 警 ） 第 19号  平 成 ９ 年 ２ 月 例 規 （ 警 ） 第 １ 号   

   平 成 ９ 年 ４ 月 例 規 （ 警 ） 第 ５ 号  平 成 12年 ９ 月 例 規 （ 警 ） 第 29号   

   平 成 16年 ７ 月 例 規 （ 警 ） 第 40号  平 成 16年 12月 例 規 （ 警 ） 第 58号   

   平 成 20年 ３ 月 例 規 （ 警 ） 第 20号  平 成 20年 ４ 月 例 規 （ 警 ） 第 36号   

   平 成 21年 ８ 月 例 規 （ 警 ） 第 34号  平 成 23年 ３ 月 例 規 （ 警 ） 第 ９ 号   

   平 成 26年 ８ 月 例 規 （ 警 ） 第 49号  平 成 26年 12月 例 規 （ 警 ） 第 60号   

各 部 長 ・ 参 事 官 ・ 所 属 長  

千 葉 県 警 察 の 処 務 に つ い て は 、 従 来 、 千 葉 県 警 察 の 処 務 に 関 す る 訓 令 （ 昭 和 42年 本 部 訓 令

第 10号 。 以 下 「 旧 訓 令 」 と い う 。 ） に よ り 運 用 さ れ て き た と こ ろ で あ る が 、 こ の 度 千 葉 県 警

察 の 処 務 に 関 す る 訓 令 （ 昭 和 60年 本 部 訓 令 第 ５ 号 。 以 下 「 訓 令 」 と い う 。 ） を も つ て 全 部 改

正 さ れ 、 昭 和 60年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 さ れ る こ と と な つ た か ら 次 の 事 項 に 留 意 し 、 運 用 上 誤 り

の な い よ う に さ れ た い 。  

記  

第 １  改 正 の 趣 旨  

警 察 組 織 の 拡 大 及 び 職 員 の 意 識 の 変 化 等 に 伴 い 、 旧 訓 令 の 規 定 で は こ れ ら に 的 確 に 対 応

し き れ な い 状 況 が 生 じ た た め 、 旧 訓 令 の 全 部 を 改 正 し て 現 状 に 対 処 す る と と も に 事 務 の 合

理 化 を 図 り 、 併 せ て 職 員 の 意 識 の 高 揚 と 規 律 の 保 持 を 図 る こ と と し た 。  

第 ２  改 正 の 要 点  

１  決 裁 事 項 の 整 備  

(１ ) 本 部 長 の 決 裁 事 項 を 定 め 、 決 裁 を 要 す る も の を 明 確 に し た 。  

(２ ) 部 長 以 下 の 専 決 内 容 を 整 備 す る と と も に 、 県 本 部 で は 課 長 代 理 、 署 で は 署 長 、 副

署 長 、 刑 事 官 以 外 の 官 及 び 課 長 の 専 決 事 項 を 新 た に 定 め た 。  

２  服 務 関 係 規 定 の 整 備  

(１ ) 服 務 の 基 本 的 事 項 を 細 分 化 し 、 具 体 的 に 規 定 し た 。  

(２ ) 出 勤 簿 を 改 め 勤 務 整 理 簿 と す る と と も に 、 そ の 取 扱 責 任 者 を 指 定 し た 。  

(３ ) 時 間 外 勤 務 命 令 簿 の 次 長 の 押 印 欄 を 削 除 し た 。  

(４ ) 部 に 置 く 官 等 の 休 暇 等 の 承 認 権 者 及 び 警 務 部 長 へ 報 告 す る 場 合 を 明 示 し た 。  

(５ ) 職 務 専 念 義 務 免 除 に 関 す る 手 続 き 等 を 明 示 し た 。  

(６ ) 公 務 旅 行 帰 任 時 の 復 命 書 の 提 出 を 義 務 付 け た 。  

(７ ) 職 員 の 居 住 区 域 を 所 属 長 の 指 定 し た 区 域 と し た 。  

(８ ) 削 除  

(９ ) 休 暇 及 び 私 事 旅 行 等 の 届 出 は 、 休 暇 等 （ 私 事 旅 行 ） 申 請 簿 に よ る こ と と し た 。  

(10) 海 外 旅 行 の 手 続 き を 明 示 し た 。  

(11) 部 長 及 び 所 属 長 の 事 務 引 継 ぎ の 必 要 事 項 を 明 示 し た 。  

(12) 職 員 の 転 任 時 の 送 付 書 類 を 明 示 し た 。  

(13) 即 日 赴 任 で き な い 場 合 に お け る 承 認 権 者 を 明 示 し た 。  

(14) 職 員 の 退 職 （ 定 年 又 は 出 向 の 場 合 を 除 く 。 ） の 手 続 き を 明 示 し た 。  

３  旧 訓 令 第 ７ 章 の 交 番 の 新 設 等 の 手 続 き に つ い て は 、 訓 令 か ら 除 外 し 、 千 葉 県 警 察 の 地

域 警 察 運 営 に 関 す る 訓 令 （ 平 成 13年 本 部 訓 令 第 ７ 号 ） に ゆ だ ね る こ と と し た 。  

４  署 を 方 面 別 に 編 成 し 、 こ れ を 明 示 し た 。  



５  主 な 会 議 の 種 別 及 び 出 席 者 の 範 囲 等 を 明 示 し た 。  

６  所 属 内 規 の 作 成 を 義 務 付 け た 。  

第 ３  運 用 上 の 留 意 事 項  

１  勤 務 整 理 簿 （ 第 51条 関 係 ）  

勤 務 整 理 簿 を 作 成 す る に 当 た つ て は 、 別 表 第 １ に 定 め る 符 号 を 使 用 す る も の と す る 。  

２  休 暇 の 手 続 （ 第 55条 関 係 ）  

第 55条 第 ２ 項 に 定 め る 承 認 権 者 が 必 要 と 認 め る と き と は 、 休 暇 の 取 得 に よ り 、 人 事 的

措 置 を 講 ず る 必 要 が あ る 場 合 等 を い う 。  

３  職 務 専 念 義 務 の 免 除 （ 第 60条 関 係 ）  

(１ ) 第 60条 第 １ 号 に 定 め る 所 属 長 の 承 認 は 、 そ の 計 画 が 現 在 の 職 務 又 は 将 来 予 想 さ れ

る 職 務 の 遂 行 に 有 効 と 認 め ら れ 、 か つ 、 公 務 の 運 営 に 支 障 を 生 じ な い 範 囲 に あ る も の

に 限 り 承 認 で き る も の と す る 。  

(２ ) 第 60条 各 号 の 承 認 を 申 請 す る 場 合 で 、 同 一 目 的 及 び 同 一 期 日 （ 昇 任 試 験 等 ） の 者

が 多 数 い る 場 合 は 、 代 表 者 １ 人 が 他 の 者 の 名 簿 を 添 え て 申 請 で き る も の と す る 。  

４  休 暇 等 整 理 簿 （ 第 62条 関 係 ）  

休 暇 等 整 理 簿 を 作 成 す る に 当 た つ て は 、別 表 第 ２ に 定 め る 略 語 を 使 用 す る も の と す る 。 

５  復 命 （ 第 67条 関 係 ）  

命 令 さ れ た 用 務 の 内 容 が 定 型 的 又 は 軽 易 で 明 ら か な も の と は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合

を い う 。  

(１ ) 日 帰 り 旅 行  

(２ ) 赴 任  

(３ ) 入 （ 退 ） 校  

(４ ) 海 外 派 遣  

(５ ) 警 備 出 動  

６  居 住 区 域 （ 第 68条 関 係 ）  

所 属 長 が 行 う 居 住 区 域 の 指 定 は 、 通 勤 時 間 ・ 距 離 等 を 勘 案 し  

○  県 本 部 に あ つ て は 所 属 長 に お い て 通 勤 可 能 と 認 め る 範 囲  

○  署 に あ つ て は 夜 間 の 応 召 が お お む ね １ 時 間 以 内 で 可 能 な 範 囲  

を 基 準 と し て 行 う こ と 。  

７  赴 任 （ 第 79条 関 係 ）  

即 日 赴 任 で き な い 場 合 は 、 速 や か に 上 司 に 報 告 し た 上 で 、 異 動 先 の 承 認 権 者 を 得 る も

の と し 、 報 告 連 絡 の 基 本 を 遵 守 す る こ と 。  

８  方 面 （ 第 90条 ・ 第 91条 関 係 ）  

(１ ) 方 面 代 表 署 長 （ 以 下 「 代 表 署 長 」 と い う 。 ） の 任 務  

ア  各 種 方 面 別 会 議 の 運 営  

方 面 別 に 開 催 す る 署 長 、 署 次 長 及 び 署 課 長 会 議 等 に 際 し 、 そ の 主 管 課 か ら の 要 請

に よ り 会 議 の 開 催 日 時 、 場 所 の 設 定 を 行 う と と も に 、 細 部 事 項 に つ い て 検 討 す る 。  

イ  県 本 部 に お い て 開 催 さ れ る 会 議 へ 出 席  

代 表 署 長 は 、 県 本 部 に お い て 開 催 す る 会 議 に 、 招 致 さ れ た 場 合 に 出 席 し 、 そ の 結

果 を 方 面 内 署 長 に 適 宜 の 方 法 に よ り 伝 達 す る 。  

ウ  方 面 内 各 署 長 と の 連 絡 調 整  

県 本 部 か ら の 連 絡 事 項 等 を 方 面 内 各 署 長 に 伝 達 し 、 調 整 を 図 る 。  

エ  そ の 他 特 命 事 項 の 処 理  

各 種 行 事 へ の 出 席 等 、 特 に 本 部 長 が 命 じ た 事 項 の 処 理 を 行 う 。  

(２ ) そ の 他  

各 部 各 課 に お い て 、 地 域 に 区 分 し て 行 う す べ て の 会 議 、 大 会 、 事 務 処 理 等 は 原 則 と

し て 訓 令 の 方 面 別 に よ る こ と と し 、 こ れ に よ り 難 い 特 別 の 事 情 が あ る 場 合 は 、 事 前 に

本 部 長 の 承 認 （ 県 本 部 警 務 課 長 経 由 ） を 得 た 上 、 方 面 と い う 呼 称 を 用 い な い こ と 。 た



だ し 、 事 務 効 率 上 な ど 必 要 に よ り 複 数 の 方 面 を 合 わ せ て 合 同 方 面 会 議 等 と す る こ と は

差 し 支 え な い 。  

 

 以 下 別 表 省 略  


